（別記様式第１号）
	計画作成年度
	令和５年度

	計画主体
	東　海　村


東海村農林水産物鳥獣被害防止計画
（第３次：令和６年度～８年度）
＜連絡先＞
担当部署名
東海村産業部農業政策課
所在地
東海村東海三丁目７番１号
電話番号
０２９（２８２）１７１１
ＦＡＸ番号
０２９（２８２）２１４５

メールアドレス
nousei@vill.tokai.ibaraki.jp
１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域
	対象鳥獣
	ハクビシン、アライグマ、タヌキ、カラス

	計画期間
	令和６年度～令和８年度

	対象地域
	東海村


２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針
（１）被害の現状（令和４年度）
	鳥獣の種類
	被害の現状

	
	品　目
	被害数値

	
	
	面積
	金額

	ハクビシン
	梨
とうもろこし
ぶどう
	2.1ａ
5.5ａ

3.5ａ  


	180.6千円
153.2千円
227.4千円


	アライグマ
	ぶどう

	2.2ａ

	142.9千円


	タヌキ
	ぶどう


	2.2ａ

	142.9千円


	カラス
	とうもろこし
落花生
	18.6ａ
8.2ａ

	516.5千円
157.8千円


	合計
	42.3ａ
	1,521.3千円


（２）被害の傾向
	◆ ハクビシン、アライグマ、タヌキ
　７月から９月の時期を中心に、果樹及び野菜類において被害が発生しており、農業者だけでなく家庭菜園にも広がっている。また、村内全域から被害は報告されており、増加傾向にもある。
◆ カラス
　　年間を通し、落花生及び野菜類において被害が発生しており、農業者だけでなく家庭菜園にも広がっている。また、村内全域から被害は報告されており、増加傾向にもある。


（３）被害の軽減目標
	指標
	現状値（令和４年度）
	目標値（令和８年度）

	被害（ａ）
	42.3ａ
	38a

	金額（千円）
	1,521.3千円
	1,370千円


※現状値：村内農業者への聞き取り調査及び報告等により算出。
※目標値：現状値の約１割を減少させることを目標として設定。
（４）従来講じてきた被害防止対策
	
	従来講じてきた被害防止対策
	課題

	捕獲等に関する取組
	・個人による箱わなの設置。
	・捕獲等に関する事項について、農業者等への周知が十分ではない。

	防護柵の設置等に関する取組
	・令和元年度より、茨城県鳥獣被害防止促進補助金を活用し、個人に対して侵入防止柵資材費の３分の１を補助している。
	・各農業者が個別に防護柵を設置しても隣接地に被害が及ぶため、農業者同士が連携して広域に設置することが必要である。
・小規模農地や耕作放棄地が多く、地域でのまとまりが困難である。
・補助事業や防護柵設置の効果性について、農業者への周知が十分ではない。

	生息環境管理その他の取組
	・被害防止対策に関する意識啓発のため、個人規模からＪＡ部会単位までを対象として情報発信等を行い、被害を軽減できる集落環境づくりを推進している。
	・生息環境管理の効果性について、農業者への周知が十分でない。


（５）今後の取組方針
	・鳥獣被害防止対策に対して、関係機関が連携して強化を図る。
・近隣市町村との連携や情報共有を図る。
・農作物等の残渣や未収穫野菜・果樹の適正処分等、地域ぐるみによる鳥獣被害防止の
環境づくりに関する啓発を行う。

・補助事業を活用して侵入防止柵等の設置を推進する。
・効果的な時期に有害鳥獣の捕獲を実施する。


３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項
（１）対象鳥獣の捕獲体制
	鳥獣捕獲等許可申請書を提出し東海村長の許可を得た者が、わなを用いて捕獲を実施している。


（２）その他捕獲に関する取組
	年度
	対象鳥獣
	取組内容

	令和６～８年度
	ハクビシン、アライグマ、タヌキ
	被害状況の調査結果に基づき、農業者と連携しながら侵入防止柵及び箱わなの設置を支援し、安全に有害鳥獣捕獲を実施する。


（３）対象鳥獣の捕獲計画
	捕獲計画数等の設定の考え方

	◆ ハクビシン、アライグマ、タヌキ
村内全域で出没通報があり、個体数の増加が推測される。　
被害額及び捕獲実績を踏まえて、必要に応じて設定する。

※捕獲実績（令和２～４年度）
ハクビシン：なし
アライグマ：なし
タヌキ　　：なし

◆ カラス
　　鳥獣の特性を考慮し、捕獲ではなく防鳥ネット等による被害防止対策を実施する。



	対象鳥獣
	捕獲計画数等

	
	令和６年度
	令和７年度
	令和８年度

	ハクビシン
	10頭
	10頭
	10頭

	アライグマ
	5頭
	5頭
	5頭

	タヌキ
	5頭
	5頭
	5頭


	捕獲等の取組内容

	対象鳥獣
	捕獲方法・箇所
	期間

	ハクビシン、アライグマ、タヌキ
	わな・村内全域
	通年

	ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容

	－


（４）許可権限委譲事項
	対象地域
	対象鳥獣

	東海村内全域
	茨城県知事の権限に属する事務処理の特例に関する条例により権限委譲済


４．防護柵の設置等に関する事項
（１）侵入防止柵の整備計画
	対象鳥獣
	整備内容

	
	令和６年度
	令和７年度
	令和８年度

	ハクビシン、アライグマ、タヌキ
	5a
	10a
	15a

	カラス（防鳥ネット）
	
	
	


※各年度における防護柵（電気柵、ネットフェンス等）の新設による整備面積の合計。
（２）侵入防止柵の管理等に関する取組
	対象鳥獣


	取組内容

	
	　　　令和６年度
	　　令和７年度
	　　令和８年度

	ハクビシン、アライグマ、タヌキ、カラス

	リーフレット等を活用した、防護柵の管理方法に関する普及啓発活動を実施する。

	リーフレット等を活用した、防護柵の管理方法に関する普及啓発活動を実施する。

	リーフレット等を活用した、防護柵の管理方法に関する普及啓発活動を実施する。



５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項

	年度
	対象鳥獣
	取組内容

	令和６年度

	ハクビシン、アライグマ、タヌキ、
カラス

	農作物等の残渣や未収穫野菜・果樹の適正処分等、地域ぐるみによる鳥獣被害防止の環境づくりの啓発を行う。


	令和７年度

	
	

	令和８年度

	
	


６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそれがある場合の対処に関する事項
（１）関係機関等の役割
	関係機関等の名称
	役割

	ひたちなか警察署
	村民からの通報により現場対応

	東海村　産業部　　　農業政策課
　　　　村民生活部　環境政策課
	連絡窓口及び捕獲等実際の対応

	茨城県県民生活環境部環境政策課
県央環境保全室
	鳥獣被害防止に関する連携

	茨城県農林水産部農地局農村計画課
	鳥獣被害防止に関する連携

	茨城県県央農林事務所畜産振興課
	鳥獣被害防止に関する連携

	一般社団法人茨城県猟友会勝田支部
	助言及び鳥獣被害防止に関する事業の受託

	常陸農業協同組合
	農作物被害対策の情報共有


（２）緊急時の連絡体制
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　


　　　　　　　
　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　





７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項
	関係法令に基づいて適切に処理している。
アライグマ：茨城県が委託する業者が殺処分を行う。
ハクビシン、タヌキ：捕獲した個体は、村が委託する業者が焼却等により適切に処理する。


８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有効な利用に関する事項
（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法
	食品
	－

	ペットフード
	－

	皮革
	－

	その他（油脂、骨製品、角製品、動物園等でのと体給餌、学術研究等）
	－


（２）処理加工施設の取組
	―


（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組

	―


９．被害防止施策の実施体制に関する事項
（１）協議会に関する事項
	協議会の名称
	－


※地域計画策定にかかる座談会等をとおし農業者や地域の関係団体等の意見を集約する中で、協議会の必要性が生じた場合、協議会規約の策定・設立について検討する。
（２）関係機関に関する事項
	関係機関の名称
	役割

	－
	－


（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項
	今後の有害鳥獣による農作物等への被害状況に応じて、鳥獣被害対策実施隊の設置を検討する。


（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項
	―


１０．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項
	近隣自治体と被害状況や捕獲状況について情報共有を図る。
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